
（令和８年４月１日施行）

別表1（人間生活学研究科規程第５条関係）

必修 選択
研究と倫理 1
教育学特論 1
心理学特論 1
ウェルビーイング　スタディ 1
ジェンダー論 1
臨床倫理 1
グローバルヘルス論 1
ケア論 1
看護マネジメント論 2
研究方法論Ⅰ 1
研究方法論Ⅱ 1
研究方法論Ⅲ 1
データ解析論 2
地域資源論 2
認知症ケア論 2
健康リハビリテーション論 2
福祉マネジメント論 2
食品生化学特論 2
食品製造学特論 2
調理科学特論 2
調理科学実践演習 2
栄養学特論 2
臨床栄養学特論 2
健康動態論 2
栄養疫学論 2
実践栄養学特論 2
栄養・生活統計論 2
環境生態論 2
災害栄養フード・アセスメント論 2
社会福祉原論 2
ソーシャルワーク論　　 2
社会保障論 2
福祉行財政論 2
地域福祉論 2
地域福祉政策論 2
国際福祉論 2
多文化福祉論 2
介護福祉論 2
高齢者福祉論 2
障害者福祉論 2
精神保健福祉論 2
児童支援福祉論 2
家族支援福祉論 2
労働経済学特論 1
法学特論 2
観光文化資源論Ⅰ 1
観光文化資源論Ⅱ 2
日本文化論Ⅰ 1
日本文化論Ⅱ 2
日本語文化論 2
文学Ⅰ 1
文学Ⅱ 2
英語文化論Ⅰ 1
英語文化論Ⅱ 2
英語文化論Ⅲ 2
英語言語文化論特論 2
国際日本学 2
ウェルビーイング総論 1
社会的処方論 1
リンクワーカー論 1
人間生活学情報リテラシー 1
デジタルデータ処理演習 1
共生社会と支援論 1
人間の身体と栄養 1
自然資源と栄養 1
ライフパフォーマンスアセスメント論 1
ウェルビーイング政策論 1
地域防災論 1
アートマネジメント論 1
言語芸術論 1
言語コミュニケーション論 1
住居・まちづくり論 1
栄養・生活学課題研究演習 6
社会福祉学課題研究演習 6
文化学課題研究演習 6
プロジェクト研究演習 6

○人間生活学研究科博士前期課程修了要件
･ 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。
･ 共通科目６単位以上、研究指導科目６単位を修得すること。 

備考
１

域の１科目以上を履修し、２単位以上を修得すること。
２ ※１のうち、ウェルビーイング学領域の学生については、２科目以上を履修し、２単位以上を修得すること。
３ ※２のうち、栄養・生活学領域、社会福祉学領域及び文化学領域の学生については、所属する領域の１科目６単位

を修得すること。
４ ※２のうち、ウェルビーイング学領域の学生については、プロジェクト研究演習の１科目６単位を修得すること。

研究指導科目 　※2　

※１のうち、栄養・生活学領域、社会福祉学領域及び文化学領域の学生については、所属する領域の１科目と他領
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人間生活学研究科　人間生活学専攻　博士前期課程　授業科目表　
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